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② 調査地点 

調査地点は、調査地域内とした。 

 

③ 調査方法 

調査方法は、現地確認及び工事関係等の資料の整理とした。 

 

３．調査結果 

（１） 事後調査の結果の内容 

① 予測した事項 

a. 地下水の水質 

地下水の水質（水温、透視度、電気伝導率、自然由来の重金属等、地下水の酸性化）の調査結果

は、表 2-1-3 に示すとおりである。 

重金属等について、品川駅及び北品川変電施設の一部の観測井で鉛、ひ素、ふっ素が基準値を上

回った。品川駅では工事施工ヤードの設置、地中連続壁工の準備工等、北品川非常口及び変電施設

では工事施工ヤードの設置、地中連続壁工等を実施したが、これら重金属等を含有する材料等は使

用していない。 

また品川駅で薬液注入工を実施した際には、「薬液注入工法による建設工事の施工に関する暫定

指針」に基づき、水ガラス系の薬液使用や、注入圧力と注入量の常時監視等を実施した。 

地下水の酸性化について、工事中の水素イオン濃度は品川駅で pH8.2～8.9、北品川変電施設で

pH7.8～8.6 であり、酸性化の傾向は見られなかった。 

 

b. 地下水の水位 

地下水の水位の調査結果は、図 2-1-2 に示すとおりである。 

各調査地点における水位の最大値～最小値は、01-①浅層 T.P.-1.15m～T.P.-2.24m、深層 T.P.-

1.19m～T.P.-1.87m、01-②浅層 T.P.+0.23m～T.P.-1.61m、深層 T.P.+0.18m～T.P.-1.61m、01-③浅

層 T.P.-1.11m～T.P.-1.96m、深層 T.P.-1.01m～T.P.-1.54m、01-④浅層 T.P.+0.05m～T.P.-2.15m、

深層T.P.+0.21m～T.P.-1.64m、02-①浅層T.P.+1.33m～T.P.+0.28m、深層T.P.+1.24m～T.P.-0.91m、

02-②浅層 T.P.+1.11m～T.P.+0.09m、深層 T.P.+1.08m～T.P.-0.61m であった。地下工事開始前の

段階から、品川駅、北品川変電施設ともに、降水量の多い夏季に水位が上がり、降水量の少ない冬

季に水位が下がる傾向が見られる。 

地下工事開始後、各調査地点において、急激な地下水位の上昇あるいは下降を示すような著しい

変化はない。 

なお、北品川変電施設において、平成 29 年 1 月に調査地点 02-①②の深層で一時的に水位低下

を示したのは、敷地内において設計のための揚水試験を行なったものである。また、平成 29 年 3

月に調査地点 02-①の浅層及び深層で一時的に水位上昇を示したのは、調査地点の直近で地中連続

壁工を実施した際の、安定液の浸透圧等によるものと考えられる。

注：下線部を修正しました。（令和 3 年 6 月）
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調査地点 最大値(T.P.)(m) 日付 最小値(T.P.)(m) 日付 

01-③（浅層） -1.11 平成 28 年 12 月 27 日 -1.96  平成 29 年 3 月 20 日

01-④（浅層） +0.05  平成 28 年 9 月 1日 -2.15  平成 29 年 3 月 20 日
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図 2-1-2(2) 地下水の水位の調査結果（品川駅（浅層）） 
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注：下線部と下線部の図のグラフ（水位）を訂正しました。（令和 3 年 6 月） 
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準備工 

(工事ヤードの整備等) 

            

掘削・支保工 

（地中連続壁工の準備工） 

            

調査地点 最大値(T.P.)(m) 日付 最小値(T.P.)(m) 日付 

01-③（深層） -1.01 平成 29 年 3 月 31 日 -1.54 平成 29 年 3 月 26 日

01-④（深層） +0.21 平成 28 年 10 月 3 日 -1.64 平成 29 年 3 月 30 日

図 2-1-2(4) 地下水位の水位の調査結果（品川駅（深層）） 
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注：下線部と下線部の図のグラフ（水位）を訂正しました。（令和 3 年 6 月） 
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表 5-2-2(1) 建設工事に伴う副産物の調査結果(発生量) 

主な副産物の種類 発生量 

建設発生土 41,037 m3 

建設廃棄物 

建設汚泥 7,449 m3 

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 397 m3 

ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 16 m3 

建設発生木材 1,682 t 

廃プラスチック 9 t 

紙くず 3 t 

注 1.今回の調査期間では上記表内の副産物の他、主にがれき類が 733ｔ発生した。  

注 2.建設発生土は、掘削土をほぐした後の土量である。 

 

表 5-2-2(2) 建設工事に伴う副産物の調査結果(有効利用率、再資源化・縮減率)  

主な副産物の種類 有効利用、再資源化・縮減量 有効利用率、再資源化・縮減率 

建設発生土 41,037 m3 100％（有効利用率） 

建設廃棄物 

建設汚泥 7,449 m3 100％（再資源化・縮減率） 

コンクリート塊 397 m3 100％（再資源化率） 

アスファルト・ 
コンクリート塊 16 m3 100％（再資源化率） 

建設発生木材 1,682 t 100％（再資源化・縮減率） 

廃プラスチック 7 t 78％（再資源化・縮減率） 

紙くず 3 t 100％（再資源化・縮減率） 

注 1.がれき類の再資源化率は 90％であった。 

注 2.有効利用率、再資源化・縮減率、再資源化率の定義は「東京都建設リサイクル推進計画」に基づき、以下の通りと 

する。 

・有効利用率 

 ＝（現場内利用量＋工事間利用量＋適正に盛土された採石場跡地復旧等利用量）／建設発生土発生量 

・再資源化・縮減率 

 ＝（再使用量＋再生利用量＋熱回収量＋焼却による減量化量＋脱水等の減量化量）／発生量 

・再資源化率 

 ＝（再使用量＋再生利用量）／発生量 

 

② 予測条件の状況 

工事の施工状況は、表 5-2-3に示すとおりである。 

 

表 5-2-3 工事の施工状況 

地点 
番号 

区市名 所在地 計画施設 調査期間 施工状況 

02 品川区 北品川 非常口 
平成 28年 7 月～ 
平成 29年 3 月 

地中連続壁工ほか 

05 町田市 小野路 非常口 
平成 28年 8 月～ 
平成 29年 3 月 

工事施工ヤードの造成ほか 

注：下線部を修正しました。（令和元年 12月） 
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③  環境保全措置の実施状況 

工事の施行中の環境保全措置の実施状況は、表 5-2-4に示すとおりである。 

なお、平成 28年 7月から平成 29年 3月までの間、廃棄物等に関する苦情等はなかった。 

 

表 5-2-4 環境保全措置の実施状況 

環境保全措置 実施状況 

建設発生土の再利用 
【小野路非常口】他の公共事業等で有効利用を行った結果、有効利用率
は 100％であった。 
【北品川非常口】工事の進捗に応じて今後実施する。 

建設汚泥の脱水処理 
【北品川非常口】遠心脱水（スクリューデカンタ）により減量化を図る
ことで、汚泥量を縮減した。 
【小野路非常口】工事の進捗に応じて今後実施する。 

発生土を有効利用する事業
者への情報提供 

【小野路非常口】発生土を他事業において有効利用するにあたり、当該
事業者が発生土の管理方法について判断できるように、発生土の自然
由来重金属等の含有状況等に係る試験結果の情報提供を徹底すること
で、二次的な土壌汚染を回避することに努めた。 
【北品川非常口】工事の進捗に応じて今後実施する。 

 

（２） 評価書の予測結果と事後調査の結果の比較検討 

廃棄物等については工事期間を通じての予測であることから、工事途中の現段階においては評

価書の予測結果との比較検討は行わない。 

 
表 5-2-5 評価書の予測結果と事後調査結果 

主な副産物の種類 
単

位 
予測結果 

事後調査結果 

今回調査結果 累計 
有効利用率、 

再資源化・縮減率 

建設発生土 m3 4,300,000 41,037 41,037 100％ 

建

設

廃

棄

物 

建設汚泥 m3 1,400,000 7,449 7,449 100％ 

コンクリート塊 m3 2,000 397 397 100％ 

アスファルト・ 

コンクリート塊 
m3 2,000 16 16 100％ 

建設発生木材 t 2,000 1,682 1,682 100％ 

廃プラスチック t  9 9 78％ 

紙くず t  3 3 100％ 

 
 
 
 
 
 
 
注：下線部を修正しました。（令和元年 12月） 
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